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題
に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

●
両
親
、
と
く
に
母
親
と
心
理
的
な
距
離
を
と
ろ
う
と
す
る

●
自
分
の
居
場
所
を
探
そ
う
と
す
る

そ
し
て
、
親
に
、
支
え
て
く
れ
る
友
人
や
彼
に
、
本
当
の
姿
を
受

け
入
れ
て
も
ら
う
中
で
居
場
所
が
見
つ
か
り
、
親
か
ら
精
神
的
に
自

立
し
て
ゆ
き
ま
す
。

彼
女
た
ち
の
回
復
過
程
は
青
年
期
の
自
立
の
過
程
で
も
あ
り
、
治

療
の
目
的
は
安
易
に
食
行
動
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
も

っ

と
楽
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
周
囲
の
理
解
を
支
え

に
、
社
会
に
足
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
な
の
で
、
焦
ら
な

い
姿
勢
が
大
切
で
す
。

四

最
後

に
～
援
助
の
上
で
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
～

【プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
と
適
切
な
介
入
】

他
の
教
官
に
本
人
の
許
可
な
く
摂
食
障
害
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る

こ
と
は
、
彼
女
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
で
あ

っ
て
も
、
本
人
は
自
分

の
症
状
を
知
ら
れ
る
こ
と
を
恥
じ
て
い
る
の
で
、
不
信
感
を
持
た
れ

る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
こ
と
は
と
て
も
大
事

な
こ
と

で
す
。
本
人
の
支
援
の
た
め
に
他
の
教
官
に
知
ら
せ
る
必
要

が
あ
る
時
は
、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
、
ま
た
、
自
殺
の
危
険
や

急
速
な
体
重
減
少
の
た
め
、
命

の
危
険
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
時
は
、

本
人
の
同
意
が
な
く
て
も
介
入
す
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
彼
女
た
ち

に
き

っ
ぱ
り
し
た
態
度
で
話
し
て
お
く
こ
と
が
、
彼
女
た
ち
と
信
頼

感
と
安
心
感
を
築
い
て
い
く
上
で
大
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

【大
学
の
成
長
促
進
的
環
境
づ
く
り
】

大
学
の
教
職
員
が
摂
食
障
害
に
つ
い
て
理
解
し
、
支
援
し
て
ゆ
く

こ
と
は
、
彼
女
た
ち
が
、
病
を
通
し
て
、
自
分
を
見
つ
け
、
社
会
に

巣
立

っ
て
ゆ
く
過
程
を
支
援
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
学
生
の
数
が

減
少
し
、
同
時
に
女
子
学
生
が
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
こ
れ
か
ら
の
大

学
に
は
、
大
学
の
環
境
が
競
争
的
、
強
迫
的
側
面
を
持

つ
こ
と
を
自

覚
し
た
上
で
、
摂
食
障
害
の
治
療
を
含
め
、
青
年

の
自
立
を
支
援
す

る
の
に
必
要
な
母
親
機
能
、
父
親
機
能
を
持
つ
成
長
促
進
的
環
境
づ

く
り
が
望
ま
れ
ま
す
。
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学
生
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早

川

東

作

（東
京
農
工
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
助
教
授
）

一

は

じ

め

に

筆
者
は
、
東
京
農
工
大
学
が
当
番
校
と
し
て
開
催
し
た
大
学
保
健

の
研
修
会

の
中
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「学
生
の
薬
物
依
存
」

を
企
画
し
た
こ
と
が
あ
る

（平
成

一
一
年
度
全
国
大
学
保
健
管
理
協

会
関
東

甲
信
越
地
方
部
会
）。
当
時
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
タ
バ
コ
を
除

け
ば
大
学

の
薬
物
乱
用
と
依
存

の
報
告
が
皆
無
に
等
し
か

っ
た
の
を

危
惧
し

て
の
企
画
で
あ

っ
た
。

一
九
二
の
大
学
か
ら
看
護
師
を
中
心

に
、
医
師
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
学
生
部
長
な
ど
三
七
六
名
が
参
加
し
、

少
な
か
ら
ぬ
反
響
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
大
麻
と
覚
醒
剤
の
乱
用
事

例
を
経
験
し
た
。
あ
わ
せ
て
紹
介
し
、
学
生
の
薬
物
依
存
を
め
ぐ
る

問
題
や
課
題
に
つ
い
て
若
干
の
提
言
を
試
み
る
。

二

有
名
歌
手
の
死
と
報
道

尾
崎
豊
の
歌
は
、
今
で
も
広
く
懐
か
し
さ
を
持

っ
て
聞
か
れ
、
ま

た
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。
東
京
の
護
国
寺
で
大
勢

の
フ
ァ
ン
に
囲
ま

れ
て
見
送
ら
れ
た
葬
儀
の
光
景
や
ア
イ
ド
ル
女
優
と
の
恋
愛
挫
折
は

大
き
く
報
道
さ
れ
た
が
、
雨
中
、
見
知
ら
ぬ
民
家

の
庭
で
裸
の
ま
ま

こ
の
世
を
去

っ
た
姿
は
、
大
量
飲
酒
が
絡
ん
だ
典
型
的
な
覚
醒
剤
の

急
性
中
毒
死
に
も
拘
わ
ら
ず
、
覚
醒
剤
が
こ
の
有
為
な
青
年
を
死
に

追
い
や
っ
た
こ
と
は
報
道
さ
れ
な
か

っ
た
し
、
薬
物
依
存
の
恐
怖
が

話
題
に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

・
『遊
び
心
』
で
大
麻
や
覚
せ
い
剤
容
疑
の
大
学
生
ら

一
六
人
逮

●
事
例
紹
介
●
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捕
。

×
×
署

(
一
九
九
九
年
五
月

朝
日
新
聞
朝
刊
社
会
面
)。

こ
の
よ
う
な
学
生
に
よ
る
薬
物
事
犯
の
報
道
は
、
大
学
管
理
者
に

と

っ
て
重
大
事
件
で
あ
る
。
学
生
た
ち
は
複
数
大
学
に
所
属
し
、
記

事
に
は
大
学
の
実
名
も
あ

っ
た
。

先
の
会
の
企
画
に
あ
た
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
朝
日
新
聞
記
者
中
村

通
子
氏
に
、
大
学
生
の
薬
物
依
存
の
記
事
を
探
し
て
頂
い
た
が
、
大

き
く
扱
わ
れ
た
大
学
生
の
記
事
は
こ
れ
の
み
で
、
乱
用
か
ら
依
存
に

い
た
る
道
筋
を
明
確
に
し
、
危
険
性
を
訴
え
る
啓
発
記
事
は
見
あ
た

ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
見
出
し
に
な
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
珍

し
い
と

い
う
こ
と
だ

っ
た
。
大
学
院
で
精
神
衛
生
学
を
専
攻
し
た
氏

も
薬
物

関
連
の
啓
発
記
事
は
二
の
足
を
踏
ん
で
書
か
な
か
っ
た
と
い

う
。
逆
宣
伝
、
つ
ま
り
か
え

っ
て
入
手
を
そ
そ
の
か
す
結
果
に
な
る

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
と
い
う
。
し
か
し
、
教
育
や
行
政
の
現

場
は
事
態
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
始
め
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
記
者
の
認
識
不
足
だ

っ
た
と
し
き
り
に
反
省
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
当
時
に
は
、
大
学
保
健
関
係
者
に
も
同
じ
よ
う
な
判
断

が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三

ネ

ッ
ト
上
の
乱
用
記
事
と

「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
」

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
索
で
採
取
し
た
大
学
生
の
薬
物
事
犯
報
道
の

リ
ス
ト
を
警
察
署
や
地
域
、
大
学
名
を
省
い
て
紹
介
す
る
。
す
べ
て

昨
年
と
今
年
の
も
の
で
あ
る
。
末
尾
は
、
話
題
の
人
気
ド
ラ
ッ
グ
M

D

M
A

情
報

で
あ

る
。

五

年

前

に
比

べ
大

学

生

の
報
道

が
明

ら

か

に

増

加

し

て

い
る

。

.
毎
日
新
聞
が
、
平
成

一
五
年
一
月
二
六
日
よ
り
連
続
七
回

の
リ
タ
リ
ン
報
道
。

.
八
月

二
三日
夕
刊
で
×
×
県
の
大
学
生
が
リ
タ
リ
ン
の
大
量
服
用
の
末
に
自
殺

の
記
事
。

.
大
学
生
薬
物
乱
用

新
た
に
男
子
学
生
逮
捕

大
麻
譲
り
受
け
な
ど
の
容
疑
/

読
売
新
聞
二
〇
〇
四
年
九
月
。

.
大
学
生
大
麻
密
輸
事
件

九
州
で
も
深
刻
状
況
/
毎
日
新
聞

二
〇
〇
四
年
九

月
。

.
覚
せ

い
剤
所
持
で
×
の
大
学
生
を
逮
捕

大
麻
所
持
容
疑
で
も
/
読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年
四
月
。

.
大
麻
と
免
許
証
入

っ
た
財
布
落
と
す

容
疑
の
大
学
生
逮
捕
/
読
売
新
聞

二

〇
〇
四
年
四
月
。

.
大
麻
所
持
容
疑
で
大
学
生
逮
捕

×
×
署
/
読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年
二
月
。

.
大
麻
吸
わ
せ
女
性
に
暴
行

容
疑
の
大
学
生
ら
二
人
を
逮
捕
/
毎
日
新
聞
二
〇

〇
四
年

一
月
。

.
×
×
市

.
大
麻
所
持
容
疑
で
大
学
生
逮
捕
/
毎
日
新
聞

二
〇
〇
三
年
一
一
月
。

.
大
麻
栽
培
容
疑
、
大
学
生
ら
逮
捕

愛
知

・
瀬
戸
市
内
で
/
毎

日
新
聞

二
〇

〇
三
年
九
月
。

.
大
麻
草
、
カ
ナ
ダ
か
ら
密
輸
入

容
疑
で
男
女
大
学
生
を
送
検
/
読
売
新
聞
二

〇
〇
三
年
六
月
。

.
大
麻
密
輸

の
疑

い
で
、米
国
籍
の
大
学
生
逮
捕
/
毎
日
新
聞

二
〇
〇
三
年
五
月
。

.
「米
麻
薬
取
締
局
が
つ
い
に
、
『
エ
ク
ス
タ
シ
ー
』
、
別
名

『
M
D
M
A
』
(
メ
チ
レ

ン
ジ
オ
キ
シ
メ
タ
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
)
の
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害

(P
T
S
D
)

治
療
を
目
的
と
し
た
臨
床
試
験
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
た
。

こ
の
薬
の
治
療
効

果
を
信
じ
る
小
さ
な
団
体
に
よ
る
懸
命
の
努
力
が
報
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
」

ネ
ッ
ト
は
、
ド
ラ
ッ
グ
の
乱
用
を
う
な
が
す
よ
う
な
医
学
情
報
も
、

有
害
作
用
の
研
究
記
事
も
同
時
に
眼
に
入
る
。
や
る
か
や
ら
な
い
か
、

早
く
や
め
る
か
や
め
な
い
か
、
情
緒
不
安
を
違
法
薬
物
で
解
消
し
よ

う
か
、
専
門
家
の
相
談

・
治
療
を
受
け
る
べ
き
か
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
あ

る
学
生
に
と

っ
て
、
相
談
し
や
す
い
専
門
相
談
員
や
精
神
保

健
科
目

の
存
在
は
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。
保
健

・
相
談
ス
タ
ッ
フ
は
、

薬
物

(
S
S
R
I
な
ど
の
治
療
薬
も
含
め
)
の
最
新
知
識
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
う
で
な
い
と
、
薬
物
に
興
味
を

も
ち
な
が
ら
使
用
に
迷
う
学
生
や
、
乱
用
初
期
、
ま
た
は
乱
用
を
や

め
た
い
と
相
談
に
訪
れ
た
学
生
に
対
す
る
適
切
か
つ
有
効
な
介
入
が

し
に
く

い
。
学
生
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
は
告
白
せ
ず
、
不
眠
や
う

つ

の
ク
ス
リ
の
相
談
と
い
う
周
辺
的
な
相
談
に
終
始
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
で
も
適
切
な
治
療
に
結
び

つ
く
可
能
性
は
あ
る
。
以
下
は

人
気
の
M
D
M
A
記
事
で
あ
る
。

『
エ
ク
ス
タ
シ
ー
』
が
苦
し
み
を
も
た
ら
す

ト
ロ
ン
ト

に
あ
る
中
毒

・
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

・
キ

ッ
シ

ュ
博
士
は
、

エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
過
量
摂
取
で
死
亡
し
た
二
六
歳
の
あ
る
エ
ク
ス
タ
シ
ー
常
用

者
と
、
非
薬
物
使
用
者

一
一
人
の
脳
組
織
を
比
較
し
た
。
過
量
摂
取
で
死
亡
し

た
人
の
脳
で
は
、
セ
ロ
ト

ニ
ン
と
呼
ば
れ
る
神
経
伝
達
物
質
が
約
五
〇
%
か
ら

八
○
%
も
減
少
し
て
い
た
こ
と
を
発
見
し
た
。
非
薬
物
使
用
者
で
は
特
に
目
立

っ
た
減
少
は
な
か

っ
た
。
セ

ロ
ト

ニ
ン
は
気
分
を
調
整
す
る
重
要
な
神
経
伝
達

う
つ

物
質
。
た
と
え
ば
鬱
状
態
に
あ
る
人
は
通
常

の
人
よ
り
セ
ロ
ト

ニ
ン
の
量
が
少

な

い
の
だ
が
、
抗
鬱
剤
は
そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
人
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
量
を
上

昇
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
。

エ
ク
ス
タ
シ
ー
は
、
構
造
的
に
は
幻
覚
剤
の
メ
ス
カ

リ

ン
や
興
奮
剤
の
ア
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
と
関
連
が
あ
る
。
幸
福
感
が
高
ま
り
、
他

の
人
た
ち
と
交
流
し
た

い
と

い
う
気
持
ち
が
強
ま
る
と

い
う
。
し
か
し
、
セ
ロ

ト

ニ
ン
が
尽
き
る
と
鯵
状
態
が
始
ま
る
。
認
識
力
の
ほ
か
、
記
憶
力
を
含
む
思

考
作
用
、
痛
み
に
対
す
る
知
覚
、
睡
眠
、
食
欲
、
す
べ
て
が
影
響
を
受
け
る
。

「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
使
用
者
が
使
用
し
た
翌
日
に
鬱

に
な

っ
た
り
、
ふ
さ
ぎ
込
ん

だ
り
す
る
の
は
こ
の
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
」
と
博
士
は
述
べ
る
。
研
究
の
た
め

に
脳
を
解
剖
し
た
ジ
ョ
ー

・
ス
テ
イ
ー
ブ
ン
ズ
さ
ん
の
母
親
は
、
問
題
は

「子

供
た
ち
が

エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
使
用
し
た
週
末
の
後
、
鬱
状
態
に
な
る
と

い
う
こ

と
は
認
め
る
も
の
の
、
そ
れ
を

エ
ク
ス
タ
シ
ー
と
結
び

つ
け
て
考
え
な

い
こ
と

だ
」
と
話
す
。
大
学
生
で
は
二

・
三
%
、

一
九
歳
か
ら
二
八
歳
ま
で
の
人
で
は

四

・
三
%
が
過
去

一
年
間
で
少
な
く
と
も

一
回
は

エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
使
用
し
た

こ
と
が
あ
る
と

い
う
。
(

多

々
、
岩
坂
訳
の

一
部
を
抜
粋
転
記
)

な
お
、
こ
の
M
D
M
A
は
日
本
で
錠
剤
型
合

成
麻
薬
と
さ
れ
、

一

昨
年

一
九
万
錠
以
上
の
押
収
が
あ

っ
た

(警
察
白
書
よ
り
)。

四

依
存

・
乱
用
の
定
義
と
取
締
法

医
学
と
司
法
で
は
定
義
が
微
妙
に
異
な
る
。

W
H
O
疾
病
分
類
の

「精
神
作
用
物
質
使
用
に
よ
る
精
神
お
よ
び
行
動

の
障
害
」
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
①
急
性
中
毒
:
幻
覚

や
飲
酒
直
後
の
突
然

の
暴
力
、
昏
睡
、
け
い
れ
ん
な
ど
の
合
併
症
や
社
会
的
引
き
こ
も
り

も
生
じ
る
。
②
有
害
な
使
用

"
肝
炎
や
、
大
量
飲
酒
後
の
抑
う
つ
状
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態
な
ど
身
体
ま
た
は
精
神

の
障
害
が
あ
る
。

一
般
の
乱
用
は
、
社
会

的
常
識
か
ら
逸
脱
し
た
目
的
又
は
方
法
で
薬
物
を
使
用
す
る
こ
と
を

さ
し
、
本
質
的
に
司
法
と
取
締
機
関
が
関
与
す
る
。
ま
た
防
止
教
育

と
共
に
取
締
り
の
強
化
が
必
要
と
な
る
。
多
く
は
、
他
の
乱
用

・
依

存
者
か
ら
の
誘
い
で
始
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
③
依
存
症
候
群

”

使
用

へ
の
強
い
渇
望
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
の
困
難
さ
、
有
害

な
結
果
が
見
込
ま
れ
て
も
使
用
に
固
執
す
る
、
他
の
活
動
や
義
務
よ

り
薬
物
使
用
に
価
値
を
見

い
だ
す
、
耐
性
の
増
加
、
身
体
離
脱
症
状

が
典
型
。
そ
の
他
、
離
脱
状
態
、
幻
覚

・
妄
想
、
激
し
い
興
奮
、
胱

惚
な
ど

の
精
神
病
性
障
害
、
健
忘
症
候
群
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
や

人
格
障
害
な
ど
の
残
遺

・
遅
発
性
障
害
、
が
あ
る
。

使
用
薬
物
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
ア
ヘ
ン
類
、
大
麻
類
、
鎮
静
剤

・

睡
眠
剤
、
コ
カ
イ
ン
、
カ
フ
ェ
イ
ン
な
ど
精
神
刺
激
剤
、
幻
覚
剤
、

タ
バ
コ
、
揮
発
性
溶
剤
、
多
剤
、
に
分
類
さ
れ
て
い
る

（「
I
C
D
－10

精
神
お
よ
び
行
動
の
障
害
」
、
一
九
九
二
）。

国
内

の
乱
用
取
締
り
の
法
律
に
は
、
（1
）
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法

（H
）
覚
醒
剤
取
締
法
、
（皿
）
大
麻
取
締
法
、
（N
）
麻
薬
及
び
向
精
神

薬
取
締
法
、
の
四
つ
が
あ
る
。

五

大
学
生
の
薬
物
乱
用
の
実
態

大
学
生

（た
だ
し
、

一
八
、

一
九
歳
未
満
の
少
年
）
の
特
定
薬
物

乱
用

（
「濫
用
」
）
に
よ
る
年
間
検
挙
者
総
数
三
七
人
は
、
中
学
生
三

三
八
人

・
高
校
生
六
〇
九
人
、
学
校
に

在
籍
し
な

い
少
年
二
、
九
六
〇
人
に
比

べ
て
か
な
り
少
な
い
。
ち
な
み
に
、
平

成

一
四
年
の
覚
せ
い
剤
事
犯
検
挙
者
は

一
六
、
九
六
四
人
で
あ

っ
た

（表
）。

表 少年の違法薬物乱用の実態

（出典 ：警察庁生活安全局少年課 「平成15年中の少年の補導及び保護の概況」より早川が作成）

六

乱
用
防
止
教
育
と
学
生
相
談

一
九
八
六
～
二
〇
〇
三
年
度
ま
で
に
、

筆
者
が
予
備
校
と
大
学
で
相
談
を
行

っ

た
学
生
は
、
お
よ
そ

一
、
四
〇
〇
人
で

あ

っ
た
が
、
薬
物
依
存
は
、
わ
ず
か
に

三
例
、
乱
用
は

一
件

（二
例
）
と
き
わ

め

て
少
な
い
。
そ
れ
で
も
筆
者
は
七
、

八
年
前
よ
り
新
入
生
配
布
の
健
康
情
報

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
保
健
授
業

の
中
で
、

薬
物
の
乱
用

・
依
存

の
問
題
を
盛
り
込

ん
で
き
た
が
、
そ
う
す
る
と
、
相
談
に

訪
れ
る
学
生
が
不
眠
や
情
緒
問
題
の
訴

え
に
絡
め
て
ド
ラ
ッ
グ
や
精
神
安
定
剤

の
知
識
を
求
め
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

告
白
こ
そ
し
な

い
が
、
学
内
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
利
用
し
て
薬
物
乱
用
を
自
ら

思
い
と
ど
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
。
大
学

生
の
薬
物
乱
用
は
静
か
に
潜
行
、
蔓
延
し
て
い
る
可
能
性
大
で
あ
る

と
考
え
、
事
例
が
な
く
て
も
薬
物
乱
用

・
依
存
の
防
止
の
た
め
の
啓

蒙
教
育

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【事
例

＝

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
】

人
前

で
読
ま
さ
れ
る
と
声
が
震
え
る
た
め
語
学
授
業
に
出
席
で
き

ず
留
年
、
飲
酒
し
て
出
席
す
る
こ
と
を
覚
え
、
日
中
校
内
で
酩
酊
し
、

倒
れ
て

い
た
と
こ
ろ
を
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
、
看
護
師
に

勧
め
ら
れ
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
な
が
っ
た
。
早
期
に
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
を
脱
し
た
が
、
言
語
治
療
士
に
よ
る
高
額
の
自
費
治
療
を
受

け
た
り
、
宗
教
が
か

っ
た
話
し
方
講
座
に
初
回
二
〇
万
円
も
支
払

っ

た
り
し
な
が
ら
も
、
卒
業
ま
で
大
学

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
続
け
、

最
終
的
に
は
す
べ
て
の
面
接
試
験
に
合
格
し
て
就
職
し
た
。
カ
ラ
オ

ケ
で
学
友
と
の
交
流
が
可
能
と
な
り
、
声
も
震
え
な
く
な

っ
た
と
語

っ
た
。
歌
い
続
け
て
な
い
と
不
安
で
マ
イ
ク
を
独
占
し
て
い
た
と
も

い
う
。
依
存
対
象
が
変
わ
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
薬
物
依
存
治
療

の
要
で
も
あ
る
。

筆
者
が
大
学
に
赴
任
し
た
頃
は
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
に

「は

ま
り
」
、
三
年
も
留
年
し
た
ゲ
ー
ム
依
存
症
が
多
か
っ
た
。
今
は
ネ

ッ
ト
依
存
や
依
存
症
的
な
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
症
候
群
に
取
っ
て
代
わ

っ

た
よ
う

に
も
思
え
る
。

【事
例
二

“
ゲ
ー
ム
依
存
】

完
全
引
き
こ
も
り
状
態
を
三
年
、
し
ま
い
に
は
近
所
の
犬
の
鳴
き

声
が
飼
い
主
の
自
分

へ
の
嫌
が
ら
せ
に
聞
こ
え
た
り
、
下
校
時
の
女

子
生
徒
た
ち
の
笑

い
声
が
自
分
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
と
思
え
た
り
す

る
よ
う

に
な

っ
た
。
「頭
が
変
に
な

っ
た
」
と
自
覚
し
来
談
し
た
。

抗
精
神
病
薬
の
服
用
を
強
く
勧
め
た
が
拒
否
し
、
登
校
を
完
全
に
再

開
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
な
が
ら
八
年
か
け
て
学
部
を
卒
業
し

た
。
雇
主
に
そ
の
根
性
を
認
め
ら
れ
て
就
職
。
以
来
年
賀
状
の
や
り

と
り
を
し
て
い
る
が
、
消
退
し
た
妄
想
様
観
念
は
再
発
し
て
い
な
い

よ
う
だ
。

次
に
、
大
麻
種
子
持
ち
込
み
、
栽
培
疑
惑
と
覚
醒
剤
急
性
中
毒
例

を
紹
介
す
る
。

【事
例
三

”大
麻
乱
用
】

ア
ジ
ア
に
旅
行
し
、
研
究
心
か
ら
自
室
で
栽
培
し
よ
う
と
大
麻
種

子
を
持
ち
込
み
、
寮
で
栽
培
し
始
め
た
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
通
報
さ

れ
た
。
学
生
二
人
は
、
事
の
重
大
さ
に
お
の
の
き
、
い
た
く
反
省
し

た
が
、
不
安
抑
う

つ
状
態
に
陥
り
、
学
内
関
係
者
で
協
議
の
結
果
、

司
法
判
断
を
待

つ
間
に
自
宅
謹
慎
、
指
導
教
員

へ
の
定
期
報
告

（日

記
と
面
談
）
を
し
な
が
ら
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
学
生
課
を
介
し
て
警
察
署
と

大
学
が
よ
く
連
絡
連
係
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

も
初
期
の
頃
よ
り
関
係
者
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
。
大
学
で
の
最
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終
処
分
は
司
法
判
断
待
ち
と
な
り
、

一
方
、
数
回
の
相
談
で
情
緒
面

は
漸
次

回
復
し
て
い
っ
た
。

【事
例
四
：
覚
醒
剤
乱
用

・
中
毒
】

盛
り
場
で
覚
醒
剤
を
外
国
人
か
ら
入
手
。
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
ヤ

ク
ザ
に
追
わ
れ
る
と
の
迫
害
妄
想
を
抱
き
、
不
安
に
か
ら
れ
て
交
番

に
駆
け
込
み
発
覚

(初
犯
)
。
大
学
は
た
だ
ち
に
退
学
処
分
を
下
し

た
。
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
が
事
態
を
知

っ
た
の
は
退
学
後
で
あ

っ
た
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。

時
間
を
か
け
た
柔
ら
か
な
対
応
と
す
ば
や
く
硬
い
対
応
は
対
照
的

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
学
管
理
者
は
学
内

の
精
神
保
健
/
相

談
担
当
者
の
意
見
を
求
め
る
と
い
う
発
想
を
持
ち
、
何
が
教
育
的
で

あ
る
か
を
十
分
検
討
協
議
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

七
　
お
わ
り
に

以
下
の
症
例
は
、
学
生
時
代
の
薬
物
使
用
が
成
人
に
な

っ
て
か
ら

重
篤
な
薬
物
依
存
症
に
発
展
す
る
入
り
口
に
な
っ
た
典
型
例
で
あ
る
。

先
の
研
修
会
で
お
招
き
し
た
先
輩
医
師
の
小
宮
山
徳
太
郎
氏

(国
立

精
神

・
神
経
セ
ン
タ
ー
武
蔵
病
院
薬
物
依
存
病
棟
)
が
提
示
さ
れ
た

症
例
を
要
約
し
て
こ
こ
に
拝
借
し
、
本
稿

の
結
び
と
し
た
い
。

い
ず

れ
も
大
学
時
代
に
依
存
症
を
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

【症
例
A
：
ブ
ロ
ン
主
剤
の
依
存
】

「学
生
時
代
、
缶
ビ
ー
ル
を
ハ
ン
カ
チ
に
包
ん
で
隠
し
持

っ
て
構
内

で
飲
ん
で
い
た
と
い
う
。
缶
ビ
ー
ル
五
〇
〇
血
を

一
日
四
本
。
す
で

に
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
こ
ろ
、
軽

音
楽
部
の
先
輩
か
ら
ブ
ロ
ン
を
教
え
ら
れ
、
飲
用
し
た
と
こ
ろ
大
変

良

い
気
分
を
体
験
し
た
。
就
職
、
結
婚
後
に
高
額
の
ブ
ロ
ン
を
購
入

す
る
た
め
サ
ラ
金
に
数
百
万
円
の
借
金
を
こ
し
ら
え
た
。
学
内
で
飲

酒
し
て
い
た
こ
と
を
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
の
も
問
題
と
し
て
残
る
」

【症
例
B
：
多
剤
依
存
】

「大
学
卒
業
後
に
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
が
情
緒
不
安
定
で
不
安
、

抑
鬱

に
幻
覚
症
状
が
加
わ
り
、
精
神
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
受
診
し
、
鬱

病
と
さ
れ
た
。
服
毒
自
殺
な
ど
を
試
み
、
初
め
て
薬
物
使
用
の
事
実

を
家
族
が
気
付

い
た
と
い
う
。
高
校
時
代
に
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
友
人

と
出
掛
け
、
そ
こ
で
マ
リ
フ
ァ
ナ
吸
煙
を
体
験
し
、
大
学
に
入

っ
て

か
ら
は
、
ス
ナ
ッ
ク
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
な
が
ら
薬
物
仲
間
の
輪
を
広

げ
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
に
加
え

て
、
覚
醒
剤
、
L
S
D
、
コ
カ
イ
ン
、
ヘ

ロ
イ
ン
、
・エ
ク
ス
タ
シ
ー
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
。
問
題
が
表
面
化

し
た
の
は
大
学
卒
業
後
で
あ

っ
た
が
、
留
年

の
事
情
を
確
か
め
る
こ

と
が
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
た
ら
、
そ
の
時
点
で
薬
物
問
題
が
把
握
さ

れ
薬
物
依
存
症
に
発
展
し
な
か

っ
た
よ
う
に
思
え

る
」

次号予告

特 集 ◆ 就 職

《巻 頭 》

高等教育の転機 と高=大 連携 宇 野 重 昭
～教養教育を見直す～

《論 文 》

アメ リカの大学 にお けるキ ャリアセ ンター と 徳 田 昌 生

今後のキャリア形成支援について

《事例 紹介 》

大学内における就職相談の役割 船 津 静 代
～名古屋大学での就職相談の実践を通 じて～

弘前大学における就職支援 について 須 藤 新 一

関西大学におけるキャリアサポー トの展開 吉 原 健 二

神戸大学の就職支援 について 内 田 正 博

国際化する人材市場と大学教育の質　～立命学園の挑戦（新しい産学連携人材供給システム)北 本 暢

《体 験談 》

就職活動 について 中宮 広 揮

インターンシップに参加 して 下 田 修

編 集 後 記

近年の社会 の早 い動 きの中で、高等教育 はその変化 に対応すべ く多様化が求め られてい

ます。学生支援 、特 にメンタルヘルスは、今後 さらなる多様化が求 められてい くのではな

いで しょうか。

今月号 では 「メンタルヘ ルス と学生支援」 とい うテーマで特集 を組み 、メンタルヘルス

の知見や考 え方 を学生支援 により有効に活 か していただ くために、貴重 な実践 ・研究 を行

ってお られる方 々にご執筆 をお願いいた しました。

本号の特集 が学生 カウ ンセリングの専 門家 だけでな く、高等教育 に携 わる関係の方々へ

の参考になれば幸 いです。




